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無料列車
ラッシュ時のスカイトレイン
パトゥナム船着場
水上バスから見た風景
バイクタクシーは2キロ以上の距離では交渉による運
賃設定が認められている。タクシーに乗る場合も、ど
こどこへ行きますかと聞くのが、暗黙のルールとなっ
ている。つまり、乗客のいないタクシー、シーロー、トゥ
クトゥクがあっても利用できるとはかぎらない。乗車
拒否の理由は、渋滞、距離が近すぎる、遠すぎるなど
さまざまあるが、筆者は競争の主体が多すぎるためだ
と考える。個人、社員を問わず、運転手の収入のほと
んどは、効率的な稼働率に依存している。これを最大
化しようとするが、過剰な競争相手と複雑なバンコク
の交通事情によって、結果は逆になっているのだと思
う。1台のタクシーを数人の運転手が交代で運転する
ことが多いことから、正規の運転手だけでも数十万人
は常にいる。1人1人の運転手が客と交渉する一瞬の
間に最適な判断をすることは不可能であることが原因
であろうと推測する。これまでは異なった距離、行き
先、運搬人数などのさまざまな交通課題に取り組んで
きた結果として、バンコクには世界的に見ても多様な
交通手段が整備されたと思うが、現時点の結果として
は、まさに「過ぎたるは及ばざるがごとし」の良い例
だと感じる今日この頃である。
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バイクタクシー
夕方ラッシュ時の道路
